
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸込室を有し且つ該吸込室の吸込開口が底面に形成された吸込口本体と、前記吸込室に
回転自在に設けられた回転清掃体とを備え、前記吸込口本体の前部には前記吸込室と外部
とを連通する吸気孔が形成され、該吸気孔からの吸気流により前記回転清掃体が回転する
吸込口体であって、
　前記吸気孔の吸気入口は被清掃面に面して該被清掃面上の塵埃を吸い込み、前記吸込口
本体の底面には前記吸気入口の後方且つ前記吸込開口の前方に位置して集塵用の壁状部材
が設けられていることを特徴とする吸込口体。
【請求項２】

【請求項３】
　前記壁状部材は、その下部が前記被清掃面に接触することを特徴とする請求項１

に記載の吸込口体。
【請求項４】
　前記壁状部材は、ブラシ又はブレードであることを特徴とする請求項１ の
いずれか１項に記載の吸込口体。
【請求項５】
　請求項１乃至 のいずれか１項に記載の吸込口体を備えることを特徴とする電気
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　前記吸気孔は、前方に向けて下方に傾斜していることを特徴とする請求項１に記載の吸
込口体。

又は請
求項２

乃至請求項３

請求項４



掃除機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、吸込室に回転清掃体が回転自在に設けられた吸込口体と、この吸込口体を備え
た電気掃除機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、図９及び図１０に示すように、吸込室１を有し且つこの吸込室１の吸込開口２
が底面３ａに形成された吸込口本体３と、吸込室１に回転自在に設けられた回転清掃体４
とを備え、吸込口本体３の前部に吸込室１と外部とを連通する吸気孔５が形成された吸込
口体６が知られている。
【０００３】
かかる吸込口体６では、これが接続された図示を略す電気掃除機本体の駆動により吸込室
１が負圧になると、被清掃面上の塵埃が吸込開口２から吸い込まれるとともに吸気孔５か
ら外気が吸い込まれ、この吸気流が吹き付けられることにより回転清掃体４が矢印Ｐ方向
に回転して被清掃面上の塵埃を掻き上げる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、この種の吸込口体では、吸込口本体３の底面３ａに、吸込開口２の前方に位置
して吸込室１の真空度を確保するためのブレードが設けられたものがあるが、吸込口体を
前進させるとそのブレードの前面に押されてブレードの前方に塵埃が溜まり、前進させて
いた吸込口体を後退させると溜まった塵埃が被清掃面上にそのまま残り、結局はそれを吸
い込むことができずに取扱いに不便であるという問題があった。
【０００５】
一方、吸気孔の吸気入口が被清掃面に面してそれが塵埃を吸い込む吸込口体も開発されて
いるが（例えば、特願平１１－３１６４９６号参照）、かかる構成のものであっても吸込
室の真空度を確保するための手段は施されていることが望ましい。
【０００６】
本発明は、上記の事情に鑑みて為されたもので、塵埃の吸い残しが生じにくく取扱いに便
利で且つ吸込室の真空度を確保することのできる吸込口体と、この吸込口体を用いた電気
掃除機とを提供することを課題としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため、請求項１の発明は、吸込室を有し且つ該吸込室の吸込開口が底
面に形成された吸込口本体と、前記吸込室に回転自在に設けられた回転清掃体とを備え、
前記吸込口本体の前部には前記吸込室と外部とを連通する吸気孔が形成され、該吸気孔か
らの吸気流により前記回転清掃体が回転する吸込口体であって、前記吸気孔の吸気入口は
被清掃面に面して該被清掃面上の塵埃を吸い込み、前記吸込口本体の底面には前記吸気入
口の後方且つ前記吸込開口の前方に位置して集塵用の壁状部材が設けられていることを特
徴とする。
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の吸込口体において、

、前記壁状部材は
、その下部が前記被清掃面に接触することを特徴とする。
【０００９】
　 の発明は、請求項１ 記載の吸込口体において、
前記壁状部材は、ブラシ又はブレードであることを特徴とする。
【００１０】
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前記吸気孔は、前方に向けて
下方に傾斜していることを特徴とする。
　請求項３の発明は、請求項１又は請求項２に記載の吸込口体において

請求項４ 乃至請求項３のいずれか１項に



　 の発明は、請求項１乃至 のいずれか１項に記載の吸込口体を備える電
機掃除機を特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００１２】
図１において、１０は電気掃除機本体で、この電気掃除機本体１０内には集塵室１１とこ
の集塵室１１を負圧にする電動送風機１２とが設けられている。集塵室１１には集塵フィ
ルタ１３が設けられている。
【００１３】
１４は一端が電気掃除機本体１０に着脱可能に接続されているホースで、このホース１４
の他端には手元操作管１５が設けられ、手元操作管１５には把手部１６が設けられている
。この把手部１６には手元操作部１７が設けられており、手元操作部１７には、電動送風
機１２の電源を切るオフスイッチＳ１と、電動送風機１２のパワーを強・弱に設定する強
弱スイッチＳ２と、電動送風機１２のパワーを自動設定する自動スイッチＳ３とが設けら
れている。
【００１４】
手元操作管１５には延長管１８が着脱可能に接続され、延長管１８の先端部には吸込口体
１９が着脱可能に接続されている。
【００１５】
吸込口体１９は、図２乃至図５に示すように、吸込室２０を有する吸込口本体２１と、吸
込口本体２１の後部に上下方向に回動可能に設けられて延長管１８に着脱自在に接続され
る接続管２２と、吸込口本体２１の底面２１ａに設けられて吸込口体１９の前進・後退を
スムーズにする前輪４７，４７及び後輪４８，４８とを備えている。吸込口本体２１の底
面２１ａには吸込室２０の吸込開口２３が形成され、その吸込室２０には回転清掃体２４
が回転自在に設けられている。回転清掃体２４は複数のブレード２５を有している（図６
参照）。
【００１６】
吸込口本体２１は、下ケース２６と、この下ケース２６に取り付けられた上ケース２７と
、吸込口本体２１の側部に位置する部分が下ケース２６と上ケース２７とに挟み込まれて
保持されたバンパ２８と、下ケース２６と上ケース２７とに挟み込まれた風路管２９と、
この風路管２９の外周に回動自在に取り付けられた回転管３０と、この回転管３０に図示
しないネジにより固定された断面がほぼＵ字形のカバー３１とを有している。回転管３０
の後部上側には、接続管２２の下端前部に設けられた軸部３２が枢支され、接続管２２は
その軸部３２を中心にして前後方向に回動可能となっている。
【００１７】
下ケース２６は、図６に示すように、底面２１ａに形成された吸込開口２３を有しており
、この吸込開口２３の後方には吸込開口２３に沿って隔壁３３が形成されている。そして
、下ケース２６、隔壁３３、上ケース２７、上ケース２７に形成された隔壁（不図示）、
及びバンパ２８によって吸込室２０が区画形成されている（図５参照）。なお、その上ケ
ース２７の隔壁は下ケース２６の隔壁３３上に当接されている。
【００１８】
下ケース２６の前端両側には左右方向に延びた一対の傾斜面３４，３４が形成されており
、この傾斜面３４，３４は前方に向けて下方に傾斜している。各傾斜面３４の前後方向の
長さ、すなわち斜面の長さは下ケース２６の肉厚よりも長く設定されている。また、二つ
の傾斜面３４，３４の間には中空の筒状壁３５が設けられている。
【００１９】
バンパ２８は、吸込口本体２１の前端を保護する左右方向に延びた前ガード部３６と、こ
の前ガード部３６の両端から後方に延びて吸込口本体２１の側部を保護する側ガード部３
７，３７とを有している。前ガード部３６は、上ケース２７の前端に沿って左右方向に延
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び、且つ、前方に向けて下方に傾斜した帯状に形成されている。この前ガード部３６の前
端３６ａは下ケース２７の前端より前方に突出しており、前ガード部３６の下面３６ｂは
前方に向けて下方に傾斜している。
【００２０】
また、前ガード部３６の下面３６ｂの中央部には脚部３８が形成され、この脚部３８は下
ケース２６の筒状壁３５の上面に接合されている。また、前ガード部３６の下面３６ｂの
両側にも脚部３９，３９が形成され、この脚部３９，３９は下ケース２６の前壁部４０，
４０の上面に接合されている。
【００２１】
前ガード部３６の下面３６ｂの傾斜角は下ケース２６の傾斜面３４の傾斜角より小さく設
定され、また、その下面３６ｂの前後方向の長さは上ケース２７の肉厚より長く設定され
ている。そして、バンパ２８の前ガード部３６と下ケース２６の傾斜面３４，３４とによ
って吸気孔４１，４１が形成されている。すなわち、吸気孔４１，４１の上側がバンパ２
８によって形成され、吸気孔４１，４１の下側が下ケース２６によって形成され、各吸気
孔４１の吸気入口４１ａの上側が下側よりも前方に突出して吸気入口４１ａが被清掃面Ｑ
に面している。
【００２２】
各吸気孔４１は、前方に向けて下方に傾斜しているとともに、前後方向の長さが下ケース
２６や上ケース２７の肉厚よりも十分に長くなっている。さらに、各吸気孔４１は、その
吸気入口４１ａ側の寸法よりも吸気出口４１ｂ側の寸法が小さく形成されており、入口か
ら出口にかけて絞られた形状となっている。また、吸気出口４１ｂは回転清掃体２４の上
側のブレード２５に向けられている。
【００２３】
風路管２９は、左右方向にラッパ状に広がり吸込室２０に臨む案内部４２と、案内部４２
に連続する断面円形の管路部４３とを有している。この管路部４３の外周には、回転管３
０の先端部３０ａが回動自在に嵌合されている。そして、風路管２９、回転管３０及びカ
バー３１を介して吸込室２０と接続管２２とが連通している。
【００２４】
また、回転管３０に取り付けたカバー３１と接続管２２との間にはシャッター４４が介在
され、このシャッター４４は、図７に示すように、接続管２２を起立させた際にカバー３
１の後端と接続管２２の先端との間に形成される隙間を塞ぐようになっている。一方、図
８に示すように接続管２２を倒伏させた際には、シャッター４４がカバー３１内に入り込
むとともに真っ直ぐに形成された接続管２２の端部が回転管３０の風路を閉塞しないよう
になっている。
【００２５】
吸込口本体２１の底面２１ａには、壁状部材としてのブレード４５が吸気入口４１ａ，４
１ａの後方且つ吸込開口２３の前方に位置して設けられている。さらに、吸込口本体２１
の底面２１ａには、ブラシ４６が吸込開口２３の後方に位置して設けられている。ここで
は、ブレード４５及びブラシ４６は吸込開口２３の略全幅にわたり左右方向に沿って延設
され、ブレード４５の下端４５ａ及びブラシ４６の下端４６ａはフローリング等の床面を
清掃する場合にもその床面に接触するようになっている。
【００２６】
つぎに、上記のように構成される吸込口体及び電気掃除機の動作について説明する。
【００２７】
手元操作部１７の強弱スイッチＳ２又は自動スイッチＳ３を操作すると、電動送風機１２
が駆動されて集塵室１１が負圧になり、ホース１４、延長管１８、接続管２２、回転管３
０及び風路管２９を介して吸込室２０が負圧となる。この負圧により、吸込口本体２１の
吸込開口２３から外気とともに塵埃が吸い込まれ、この外気と塵埃とが吸込室２０、風路
管２９、回転管３０、接続管２２、延長管１８及びホース１４を介して集塵室１１へ導か
れ、集塵フィルタ１３に塵埃が集められる。
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【００２８】
他方、吸込室２０の負圧により、吸気孔４１，４１から外気が吸気され、この吸気流が回
転清掃体２４の上側のブレード２５に吹き付け、回転清掃体２４が矢印Ｐ方向へ回転して
被清掃面Ｑ上の塵埃を掻き上げる。また、吸気孔４１，４１の吸気入口４１ａ，４１ａは
下方に向けられており、しかも、吸気孔４１，４１の上部であるバンパ２８の前端３６ａ
が下ケース２６よりも前方に突出しているので、その前端３６ａを壁に当接させることに
より、吸気孔４１，４１が吸気する外気とともに壁際の床の塵埃を効率よく吸い込むこと
ができる。このとき、バンパ２８の前端３６ａが下ケース２６よりも前方に突出している
ので、壁やその他の家具等を傷つけてしまうことが防止され、吸気孔４１，４１の前後方
向の長さが上ケース２７や下ケース２６の肉厚よりも十分に長くなっているので、ブレー
ド２５に吹き付ける空気を十分に整流して回転清掃体２４を効率よく回転させることがで
きる。
【００２９】
また、このように吸気孔４１，４１が被清掃面Ｑ上の塵埃を吸い込むとともに、吸込口本
体２１の底面２１ａに吸気入口４１ａの後方且つ吸込開口２３の前方に位置してブレード
４５が設けられているので、吸込口体２１の前進時にはブレード４５の前方に塵埃が集め
られ、この塵埃が吸気入口４１ａ，４１ａから吸気孔４１，４１を通して吸込室２０に吸
い込まれる一方、吸込口体２１の後退時にはブレード４５の後方に塵埃が集められてこの
塵埃が吸込開口２３から吸い込まれるので、塵埃の吸い残しが生じにくく取扱いに便利で
ある。さらに、ブレード４５は吸込室２０の真空度を確保する役割をも果たすので、結果
として吸い残しの発生を防止しつつ吸込力の低下を抑えることができるが、ここでは、ブ
レード４５の下端４５ａが被清掃面Ｑに接触するので、とりわけ高次元にその両立を図る
ことができる。
【００３０】
なお、上記実施の形態では壁状部材としてブレード４５を設けたが、ブレードの代わりに
ブラシを設けてもよい。また、壁状部材を吸込開口２３の略全幅にわたり左右方向に沿っ
て設けたが、必ずしもこのように全幅にかけて設ける必要はなく、より短い複数の壁状部
材を所定間隔をおいて設ける等してもよい。
【００３１】
【発明の効果】
以上説明したように、請求項１の発明によれば、吸気孔の吸気入口が被清掃面に面して被
清掃面上の塵埃を吸い込み、吸込口本体の底面に吸気入口の後方且つ吸込開口の前方に位
置して集塵用の壁状部材が設けられているので、吸込口体の前進時には壁状部材の前方に
塵埃が集められ、この塵埃が吸気入口から吸気孔を通して吸込室の側に吸い込まれる。ま
た、吸込口体の後退時には壁状部材の後方に塵埃が集められ、この塵埃が吸込開口から吸
い込まれるので、塵埃の吸い残しが生じにくく取扱いに便利である。さらに、壁状部材は
吸込室の真空度を確保する役割をも果たすので、結果として吸い残しの発生を防止しつつ
吸込力の低下を抑えることができる。
【００３２】
　 の発明によれば、壁状部材の下部が被清掃面に接触するので、壁状部材の集塵
効率及び吸込室の真空度をより高めることができる。
【００３３】
　 の発明によれば、汎用性あるブラシ又はブレードを用いて請求項１又は請求項
２の発明の効果を得ることができる。
【００３４】
　 の発明によれば、請求項１乃至 のいずれかに係る発明の効果を奏する
電気掃除機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る吸込口体を備えた電気掃除機を示す斜視図である。
【図２】図１の吸込口体を拡大して示す平面図である。
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【図３】図１の吸込口体を拡大して示す正面図である。
【図４】図１の吸込口体を拡大して示す側面図である。
【図５】図４の吸込口体の詳細構成を示す縦断面図である。
【図６】吸込口体の下ケースを示す平面図である。
【図７】接続管を起立させた状態を示す縦断面図である。
【図８】接続管を倒伏させた状態を示す縦断面図である。
【図９】従来の吸込口体を示す平面図である。
【図１０】図９の吸込口体の部分断面を示す側面図である。
【符号の説明】
１０　　電気掃除機本体
１９　　吸込口体
２０　　吸込室
２１　　吸込口本体
２１ａ　底面
２３　　吸込開口
２４　　回転清掃体
４１　　吸気孔
４１ａ　吸気入口
４５　　ブレード（壁状部材）
４５ａ　下端（下部）
Ｑ　　　被清掃面

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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